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炭素資源を多様化し資源循環する社会システムの必要性が顕在化している。
なかでもカルボン酸に代表されるバイオマス資源や CO2 は、炭素ニュートラルな
社 会 の 実 現 の 鍵 を 握 る 再 生 可 能 な 炭 素 資 源 だ が、熱 力 学 的 に 極 安 定 な
高酸（素）化物質であるため、これらの触媒的還元によるエネルギー豊富な炭素原料への
変換には高エネルギーの「水素」や「電子」を必要とする。本講演では、熱、光、そして
電 気 のエネ ルギーすべてに応 答 する (PNNP)Ir 触 媒 （PNNP 型 配 位 子を有 する
イリジウム錯体）を用いるこれら再生可能資源の還元反応の新展開について述べる。
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